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岡山県　子宮頸がん 検　索

岡山県健康推進課のホームページでは、子宮頸がんに関する情報をご案内しています。

http://www.pref.okayama.jp/site/528/

赤ちゃんと子宮を一度に失った、希さんの症例

ひとりっ子として育った希さん（仮名）の夢は、

たくさん子供を作って、

にぎやかな家庭をもつことでした。

24歳で結婚して、翌年に初めての妊娠。

彼女は幸せの階段を登っていることを

感じていました。

ところが、妊婦健診で子宮に　

異常な細胞が発見されました。

精密検査の結果は、

早期（Ⅰb1期）の子宮頸がん。

早期とはいえ、がん細胞だけを切除することはできませんでした。

希さんの子宮は、16週の赤ちゃんが入ったまま、卵巣やリンパ節と

ともに摘出されました。

希さんは子宮頸がんに無警戒だったわけではありません。

妊娠する３年前、自分の意思で子宮頸がん検診を受け、

「異常なし」と診断されていたのです。それだけの準備を

していても、子宮頸がんは希さんから夢を奪っていきました。

（実際の症例を基にしています）

大阪大学大学院医学系研究科産科学婦人科学教室提供
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20代から30代で
子宮頸がんが増加！

子宮頸がんの予防方法は、

「　　　 　　　　 　」と「  　　　　　　」です。HPVワクチンの接種HPVワクチンの接種 子宮頸がん検診

岡山県マスコット

「ももっち」

【出典】国立がん研究センター がん情報サービス がん登録・統計

　このたび、子宮頸がんの予防に向けて、ＨＰＶワクチンに関する正しい情報をお伝えするとと

もに、検診の受診促進を図るためにリーフレットを作成しました。

　私は、予防できる子宮頸がんに対して、「できることはしっかりと行い、救える命を一人でも多く

救っていきたい」との強い思いを持っています。

　このリーフレットが、子宮頸がんについて皆さんで話し合い、理解を深めるきっかけになるこ

とを願っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  岡山県知事　伊原木 隆太

令和元(2019)年８月
作成　岡山県保健福祉部健康推進課

監修　岡山県産婦人科医会、子宮頸がんゼロプロジェクト岡山

子宮頸がんは、毎年多くの若い女性から「いのち」と「未来」を奪っています。

HPVワクチンは予防接種法に基づく定期接種です。

小学校６年生から高校１年生相当の女子は、公費（無料）で接種することができます。

ワクチンの有効性と、接種後に起こりえる症状について知っていただき、接種を

ご検討ください。

また、20歳になったら子宮頸がん検診を受けましょう。
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＊上皮内がんを含む

20歳からの
子宮頸がん検診
で予防

子宮頸がんに
かかる前に
ワクチンで予防

　子宮頸がんは女性の子宮の入り口付近にできるがんで、日本では毎年約１万人が子宮頸がんにかかり、約３千人が

亡くなられるなど、大変深刻な状況となっています。近年、若い世代で子宮頸がんにかかる人が増えており、子宮頸

がんのために妊娠できなくなる20代・30代の女性が毎年約1,200人いると考えられます。

　子宮頸がんは予防できるがんです。子宮頸がんについて正しく理解し、予防しましょう。

＜問い合わせ先＞　岡山県保健福祉部健康推進課（岡山市北区内山下２－４－６）

▶ HPVワクチンに関すること　　感染症対策班  TEL：086-226-7331
▶がん検診に関すること　　　　 健康づくり班  TEL：086-226-7328




